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光市医師会報

［主成13年5月度定例理事会 ｜

U時：平成］ 3年5月9FI（水）

午後7時 30分より

場所：光市保師会事務同

議題：

I、議・Jl・jl:羽

①平成 I2 'il：皮・H業報告および会計報告

（全員）

②平成 I3年度官業社岡及び予算案

（全員）

2001 

｜平成13年度光市医師会定例総会｜

日時：平成 I3年5rJ111:1 ＜木）

場所 ：ホテル松原属

議題 ：

午後4時30分～

第l号議案 、ド成12年度・JJ業献侍

第2庁議案 τP:J£12年度会l汁報告

イ-J.Jk1,:会， ij·t:fX~·；·

付．｜災帥J.!fi間給与金会社報告

H. 胃癌検診読l；~委11会会計報告

号、jl成 l3 ｛判長光1ti医師会総会と 付．特別会社会JI・at~ 

ぷ案の検討 （全員） 第3号議案 平成12年度納税貯部組合

4’その｛也

II、報告別羽

工第140~11 1111:1 県医師会定例代議員会

報告（前回、松村）

2医政活動

（武見停 1先生とJ計る k性のつどい）

（前回）

③その他

収支報告

第4号議案 平成12年度労働保険事務

組合会計報告

第2～第4~J·，議案の会計監資

結来報告

第5号議案 平成13'.Jミ皮官業Jl・u由rj（楽）

第6号議案 、ド成13'.1:1.質収支予算（案）

第7号議案特別会社IJfJ設の件

第8号議案総会決議権限の委任のfl二

前回会長
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議 事 録

松村副会長 ：ただいまより、平成13年度光市医師会定時総会を閲僻：いたします。

それに先立ちまして、去年亡くなられました富恵先生に黙持を梓げたいと思います。

全iiで黙持

松村副会長： それでは、始めに前回会長にご挨拶をお願いします。

~ 前回会長； 押さん、お忙しいと ころ、本日は総会にお集まりいただきまして、あり

（ 

がとうございます。去年4月より、私どもの新しい執行部がスタートいたしました

が、持僚の絶大なるご協ノJをいただきまして、何とか一年が過ぎました。ありがと

うございました

ご存知のように、小泉内閣が「聖域なき構造改革jを掲げております。それに伴っ

て我々のl実械界もたいへん厳しい状況になるのではないかと~唱えています。 去年の

4月には、介議保険が導入されました。認定委員会等の執務に際しては、先生方に

ご苦労をおかけしています。

6月にはr山口県i実学会総会jが光市で閲催され、皆様の協｝Jのもと、非常に好評

のうちに終えることができました。

また、カルテ等のいろいろな情報開示をすることになり、光市医師会にも診療情

報民供引を設問いたしましたが、幸いにもこれといったトラプルもなく、 s年終り

ました。

今後、，・，－G齢化が進み、医療貨の増加が見込まれるため、医療に｜期する梢造改￥が

行われます。また、｜災療廃乗物の処理に関しては、その排11¥l均点機関にM終点任を

flわすようになりました。我々に対する仰の中の自が、だんだん厳しくなっています。

このようなことをふまえて、医療改革をはじめ諮問題に対して、 11~!Eni!i会を rl:i

心に ー九となって、 v：ち向かつて行かなくてはいけません。

そのためにも、ますます医政活動が大事になってきました。7JJの参議院選挙に

は、 －致問結して、ことにあたりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

本LIは、、！と成12年度の事業報告及び、平成13年度の事業計酬につきまして、よろ

しくご需品をお願いいたします。

全な点は4Jjより休日診療所がスタートしたことと、それにより救急医療に対す

る補助金がなくなり、光市医師会の収入が大幅に減ることです。

よろしくおmi~、します ，

3 
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それでは以後の進行を近藤議長にお願いします。

近麗議長：それではさっそく、議事には入らせていただきます

ノドLIの：I¥席者20名、委任状31名、合計51名にて、この総会は成立すると認めます。

続きまして、議』JJ録署名人として、佃先生とt;¥恵先生にお願いしたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。

第！日・議案より、第4~~－議案まで一括して審議したいと思います。

前回会長：第1議案平成12年度事業報告

l 光市医師会員 （平／~13年3月31 ll現在）

会日総数63f,(A会上"131名、 B会員32名）

会L1のYH!b

入会

(8会0) 型！j}jl， 剛 ぷ 先 生 平成12年 4月 1け付（梅11'1病院）

II 内M U夫 先 生 II 4月20日付（ II 

II 河原典子先生 " 4月 lR付（市立病院）

II ｜判み；祐紀子先生 JJ 4月 ILI付（ JJ 

JJ l’l{i 能 先 生 II 4月 l日付（ JJ 

JJ ） 原 武 彦 先 生 " 4月 I日付（ II 

JJ 山手智夫先生 JJ I 1月17日付（光，，，央病院）

JJ 0~1民正孝先宅 II 12月13日付（悔間病院）

(A会l1) IM旺i 修先生 1ソ 12月13円付（脱行l院院）

(8会見） '1'111 1W1笠 先 生 平成13年 1n2211付 （市伝病院）

三A目~~

(B会日） 三好有｜雄先牛． 平成12年 4月20υ付（梅111病院）

ノ／ 良｝唱」＇£奈美先生 " 4月20日付（ II 

／ノ 及川和郎先生 I/ 6月 5LJ付（新LI餓I診械所）

(A会日） 出J以 哲先生 II IO月29R付（f."0ぷ外科）

(B会11) 浦JII 学 先 生 I/ 12月31日付（市立病院）

JJ ill!池耕ニ 先生 平成13年 2月28日付（ JJ 

(A会ll) 中 村 琢｝！：. 先生 II 3月31日付（小村内科）

(B会口） 河原典f 先生 I/ 3月31日付（rlJ立病院）

’J ) 1以 山彦先生 JJ 3月31U付（ " 
II 野l/i. ~uぷ先生 II 3月31H付（梅闘病院）

4 
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2.理事会

定例賄事会121凶臨時理事会 i回

議題件数175件報告が項100件協議事項 75件

3.月例会

定例灯例会日同（総会、忘年会等合む）

議題件数69件報告事項41件協議事現28件

4.成人高齢者保健、妊産婦乳幼児保健、地域医療 （平成12年1月～12月）

( 1 ) 平成12年休日診療患者状況

①｛t右当番！実医師延数 1 4 6名

②｛E宅当番抵当l直延時間数 I, 168時間

(3；休｜｜受診j怠有総数 5,492名 内科系医療機関忠告数 3, 351名

外科系 II 2, 141~1 

金；~－！怠！怠者数 85名 (I.5%) 内科系医療機関救急患者

外科系 II 

32名（1.0%) 

53名（2.5%) 

ぎ救急、 •I（般送凶数 9凶 内科系医療機関に搬送 41i1I 

外科系 II 5凶

(2) 予防接収及び各種検診状況

一府lII 投与対象者 接結者数 桜組本

ツJX、BCG
阿国・E・E・－

1, 458名 l, 438名 98.6% 

ポリオ 960名 710名 78.0% 
圃

麻疹ワクチン 462名 399名 86.4% 

D.P.T l, 788名 I, 677名 93.8% 
一

2乳児健診 受託医療機関 9機関

対象者 厚..x..手~ト~ち （受診半）

一一
lヶ月児 4 I 3名 373名 (90. 3%) 

3ヶ月児 4 1 4名 388名 (93. 7<io) 

7ヶ月児 4 I 1名 367名 (89. 3%) 

5 
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:3,, 1 _J-'I~児健診

出務医師延人数

（年6回於光市保健センター）

l 8名 出務医師延時間 約25.2時間

対象-J!l・数 440名 受診者数401名 受診本91.I% 

主13才児健診 ({f 6~ 於光市保健センター）

1 ll務医師延人数 l 8名 出務医師延時間 約25.2時間

対象将数 447名受診者数426名 受診率95.3%

⑤被燥4守政び被爆て111：他診

受託｜宍出機関 2 1ヶ所

一
対象,ff・数

（平成 I2年6月及び 11 Ji＇.）！施）

受診者数 受診率 精密検:rt

2001 

(fl Iし治総，，，のものは受診しない）

前 WJ 192名 4 1名 21.4% 4名
トE・E・－

後期 1 9 2名｜ 26名 13.5% 3~ン1

⑥光市身体的汚名・健康診断 （平成 12$10月2日～ ll月I5 H) 

受託院療機関 l 4ヶ所対象者54名受診者 10名受診本18.5%

①老人保健法による健診が業

( i ) J占本健診 (9月1日～ 11月I5日）

受託訳療機関 23ヶ所

対決行数 JO,400名受診者数5,564名受診率 53.5% 

(ii) n:i;がん検診 (7月111～ 2月28口）

受託医療機関 4ヶ所

対象打数 9,250名受診者数1,51］名受診ギ 16.3%

(iii）乳がん倹，診 (7月l日～2月28円）

受託医療機関 I lヶ所

対象布教 9,250名受診者数l,229名受診率 13.3%

(iv）円がん検診 (9月IEl～ 1 1月 I5日）

受Jt院鋭機関 14ヶ所

対象,ff・放 10,400名受診者数920名受診率 8.8%
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室）光市悶保人1111ドック

( i ）外来人間ドック 受託医療機関 I 3ヶ所受診者数 37名

(ii) -ill二日人間ドック 受託医療機関 3ヶ所受診斉放 31名

(iii）脳ドック 光市立病院 l 7名

5.光市立病院検査部利用医療機関数 81

（件数） 3 6 4件 （点数） 204,440 （検作．手数料） 132, 2751'1 

6.光市児童・生徒の心臓集団検診（A方式）

対象布：小学J{ド生384名、中学l午生365名、 計749名

一次検診 ：＇~~lfe'.語、校医健診、心電図 (12誘導） 6Jl71 1 より 7 111 /lJ

二次検l診 ：心エコー問、胸部X線等14名（I.9%) 

要tf:flliになったもの 13名

平成12年度現在小 ・中学宅要管理者数 13名（I.7%) 

7.学校職員健康診断 （平成12年6月実施）

対象者 光市内小 ・ 小学校教職員 35才及び40.J-•以上のもの

検汽羽fI 心屯凶検査 (12誘導）及び血液検査

(TC, TG, TP, GOT, GPT，ほか16羽目

山口県予防保健協会に依頼、各学校医が結果判定

71名異状なし

71名異状なし

69名要

63名要

8. 医療廃棄物集配事業（平成12年4月～13年3月）

f.'31十j技術iに－§？，元し、毎月 2阿、光市内l実療機関を集配する

容 罷 件数

メディクリーナ（M. C) 515 

ホリバケツ (P. B) 3, 751 

その他（ガラス、廃液等）

金額

1, 289, 000[1] 

3, 751' 000円

934,000円

5, 974, OOOPJ 

7 
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9.学術・研修会、その他の医師会事業

10.光市医師会報発行回数年13田 No.329～地341

11.介護保険要介護認定事業（継続）

12.産業保健契約更新（継続）

13.光市医師会労働保健事務組合事業

14.光市医師会納税組合事業

藤原理事：

第2号議案平成12年度会計報告

第3号議案

第4号議案

付．基金会計報告

付．医師連盟給与金会計報告

付．胃癌検診読影委員会会計報告

付．特別会計会計報告

平成12年度納税貯蓄組合収支報告

平成12年度労働保険事務組合会計報告

第2～第4号議案の会計監査結果報告

田村監事： 第2～4号議案の会計監査の結果、間違いないことを報｛守します。

近藤議長： 以上、第 l～4口

では、／代品gし、ただけるん.，ま、挙手をお願いいたします。

ペモ!1の)J・が挙予と認めます。以上、第l～4号議案は／J史認されました。

以後、加5～8~｝議案の審議は、問中副議長の進行でお願いします。

田中副議長： それでは、第5、6号議案の説明をお願いいたします。

前回会長：第5議案

平成13年度光市医師会事業計画（案）について決議を求める ω

2001 

会長に選任されてi年が過ぎました。近藤前会長時代からの継続’H業でありました

休円診療所の立ち上げ、県民師会総会の引き受けなど、 1!!€事遂行できましたこと、会

員の皆様のご協）Jあったればこそ実現したものと、心よりお礼巾し l二げます。
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残り任期lf下問、役員一同心を一つにして会務に努力したいと思います。なにとぞよろ

しくご協)J下さいますよう、お願い申し上げます。

( I ）会の運営方針

会の五l!'i;t資金として毛要な位置を占めていた補助金収入の減少に伴い、緊縮予算を

組む結果となりました。節約できると ころは節約し、必要なところには従来どおりの

予知編成をいたしました。萎縮することなく 、光市医師会の伝統をてfり、和を大切に

した和気泌々とした会逝常をめざしたいと思います。

( II ）休日診療所と病診連携

本年4)Jより休卜｜診療所を拠点と して、外科、内科各 I~ン1ず、つ執務していただき、

－次；むWI夫療に従右JJし、地域の救急医療体制の一翼をJ円うようになりました。市民ア

ンケートによると、今要望の多いものの一つに、休ll・伐11¥Jの救急医療の充実が指摘

されています。体H診療所がその役目を十分に果たし、住民のf,1頼をねるためにも、

一次救急病鋭との速艇が重要となり、日頃より病診および診診の辿携を深める必要が

あります。殊に、救急医療では、周南地域で協力体制を組み、夜間対応の検討の時機

にあると思います。体制をつくる準備をしたいと思います。

(Ill）その他の事業

I.I 阪、県阪、郡市医師会でインターネットを利用して、情報網を確立することとな

りました 当院f:1U会もネットワークの完成を急がねばなりません。

また、本年度より当医師会が光三師会の担当幹事となりました。会の｛£ り店、会費

と迎？：？方針など前向きに対応していきたいと思います。

また、刷出ベrli役!1会は、本年度当医師会当罫となります。休｜｜、仮問、災害時の

救急仮船体制について、近隣医師会と意見交換し、そして、市行政とは、これまで以

tに医療 ・保健 ・福祉（介護）に関し、多面的総合的に協議し、対応することが多く

なると思います。粁般のご協力をお願いします。

(IV）医政活動への参加を

政府は医療抜本改革の第一歩として、本年 1月に高齢-fl・の窓IIf!引の増加｜を、 3月

に第4次改定限療法（病床区分、病床規制の強化、広告規制緩和など）を施行しました。

そして、今、 2002年の医療制度抜本改革に向けて、改革という名のもとに医療

制度経済優先塑合理化がなされようとしています。ターゲットとなっているのが、高

齢者医療制度の見出しです。診療報酬体系で出来両払し当から、／.£額包括払いへの転換、

患者負1£.l.l¥.＇？など、医療費抑制策が指摘されています 。医療を1（（接相当する孜々の見解

を期解し、 i及み上げてもらえるように、日医を中心とした民政活動への参加は、今、

ますます竜安なt~J勢となっています。 7 月の参議院選挙に向けて、皆様のご協）J、お

力添えをお願いいたします。

9 
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l 生涯教育関係について （担当山本四’JI)

昨年平成 12年度はJi附先＇Iミの後を引き継いで、阪fl1li会の学術担当理事になったば

かりで、山口県の医学会総会の引き受けがあり、何かと大変でしたが、諸先守：.JJのご

協／］で無事終えることができました。

夏以降は休日診療所の立ちあげのため、救急医療についての講演が2回，アレルギー

と哨息の治療に関する講泌が21可、今年になって泌尿山科の血尿の講演がI［！；！］でした

平成13年度もできるだけ、 一般会員が日常診療に応用できるような共通のテーマを

選んで、そのときのニーズにあった講演テーマを企幽したいと考えておりますので、

興味のある講演についてのご:QJlがあれば、、私または会長まで申し出ていただきた

いと思います。会Hの泊先セのご指導の程をよろしくおIJ/.l1いいたします。

2.保険について （担当 古村時官）

医療保険をとりまく環境は大変きびしい状況の追い込まれ、 2002年には抜本的

改革が行われるといわれております。

荒波のごとく押し寄せるr',・:.i齢化社会に対し、医出保険行政の的確な対応もなされず、

,•, '6齢行の医療費は暴騰のー途をたどっております。 このまますすめば、厚生労働行の

，試算によると 2025 作には 70才以上の高齢者の医出t~は、約40兆円に拡大する

凡通しといわれております。

ごポ知のごとく、今年 irJより尚齢者の窓口負担が定額制と定率制jの選択性が碍人

され、厚生労働省のまとめで、診療所では80.7%が定額制を採用している結果が発表

されました。日医の努}JでfnJとか、定額制が維持でき、，・.－.s齢高・の負担の増加に、 ー応

わずかながら歯止めをかけることができました。

健保組合の20 0 I 1fJ立の子持見込みの発点によれば、全凶の健保組合の約g・mが

お守：になるとの見通しをたてております。その以大の似休｜は若人医療をJl白うため、作

組合が支払う右－健拠II＼金が大きな負担になっていると解釈されているようです 医療

の尚度化が進み、医療＇lV¥'1大の附子のひとつともJえるでしょうし、ほかにも似lklが

あるわけですが、しかしほとんどが医療保険の環境の必化は、老人医療費の噌加が今

の状況を作っているという判断のようです。

高齢者医療費が尚騰することが医療保険を窮地に追い込んでいるという認識が定行

しつつあるなか、少f化がさらに進めば、事4/1/J現状を岐市するには高齢者の白羽lをm
やす以外に道筋はないというところに落ち着くのではないでしょうか。高齢者ーにもま2

1棋や所得に応じた負担を求めるといったような案もIlaこえてきております。

医療保険の妓本的改革と、きれいごとを言ったところで所詮は医療保険に携わる組織

の綱引き、付け焼刃的な、その場しのぎの改革に終わってしまうのではないでしょう
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か。保険制度の決定後の枠組みは上窓下達です。お上の決定した則定がすべてで、そ

のなかで動くしかないわけで、決定になにがしか参11hjするにはー医師会では無）Jに等

しといわざるを件ません。

今年度も県［実より地域での保険研究会を開き、広くな見の交換をする機会を持ちた

いと.n-11J1jしております。当医師会でも開催を申し込みたいと考えております。その場

でな凡を述べることが孜々に与えられたわずかな参両であり、 ：m政に対するささやか

な紙抗かもしれません。それと凶政の場に我々の立見を以映していただける人材を送

り込むことに、 lW極的に参加したいものです。

事業計11hjというより報道の羅列になってしまいましたが、会!1の特級)jよりなにか

企11l1jなり、ごtii・t:.自がございましたらご教不お願い巾し！－－.げます。

3.医業経営（税制・労務・医療廃棄物）について （担当吉村理事）

1 ) 税制に関して

一向に；.；i気の凶復の兆しが見えない状況のうえに、医療保険の改定のたびに、医業

経常に圧)Jがかかってまいります。医業経営の舵取りにはそれぞれ努)Jを払っておら

れることと思いますが、医療関係の医業収支はほとんどガラス張りの状態におかれて

おります。

その小での経営努）Jの肉rは種々あると思いますが、税に｜剥する~閃が大きな比重

をr1iめていると考えます。しかし、税に関しては専門的な知；；Eが必要で、大変難解な

ことが多く、 :tit＆.することを多く経験します。そういう観点から、が門家による勉強

会を聞きたいと思っております。講師をご推点いただければ幸いにがじます。

2）労務に関して

〔 従業口の労働条件の規制も徐々にきびしくなり、就業規則も脱記にのっとった』類

を作成し、交付しなければなりません。規定の明確化のJJi11も多くなってきておりま

す。就業規定lこ子落ちのないよう、細心の注窓を払っておきたいものです。従業日も

労働規J11Jの知ぷも山市になっており、情報交換も密になっております 就業組則に十

分｜｜を通し、従業tiと円滑な関係を構築し、おだやかな職J易r;;i境を作りたいものです。

、1－：成 13-il~ 4 JJ I Uより、特例措置対象事業場も週4411寺lllJ＇.））働制が施行されました 。

今後も脱!1リの改定等がありましたら、情報をご教示いたしたいとおもっております。

3）医療廃棄物に関して

医療雌梨物の規制もきびしくなってまいりました。平成131下4JJ l円から施行され

る 「雌束物処開法1 に沿って、適正に処理をしなければなりません 県阪師会から配

布されております資料、その他の規則に回を過され、お間違いがありませんようご注

JJ.：を払っていただきたいと思います。

／／ 
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不法投東が社会問題になっております。マニフェストが弔要な役自を＊たします。

十分な保管をお願いいたします。

わかりにくく凶惑しておりますのは、 一般の廃棄物なのに医療機関から出たときは、

感染性廃棄物とみなされかねないことです。どこで線を引くのか、はっきりとした規

制がありません。マスコミなどでかなり報道いたしますので、住民も少しきびしい目

で見ております。慎重な処JIP.をお願い申し上げます。

4.納税貯蓄組合について （担当 吉村理事）

事務補助金も今年も支給されるように決定いたしました。だいたい昨年度と同じ金

額になります。相々補助金が削除されております。金額はわずかではありますが、医

師会の財政に役立っていると思います。組合員数や納税額で補助令が決まりますので、

杭械的な協ノJ、参加をお願い中し上げます。

ただ、光iii医師会の納税組合の形態に対し、補助金給付に少し問題があると、市よ

り指摘がありましたが、市の検討で従来どおり今年度以降も給付すると l i:_•I容がありま

した。

このままの形態では、いつ補助金が削除されるかわかりません。そろそろ検討して

おいたほうがよいかもしれません。

5.地域医療・救急医療について （担当 光武理事）

長年の懸案であった光市休U診療所がオープンして、光rli医師会の休［I3掠体制は

大きな変•＇1'i.期を迎えることになりました。市民、地域住民のニーズにこたえられるよ

うなプライマリーケアの充実に向けて、会員が一丸となって今後はやっていく必要が

あります。 刷出I~域4巾·2 町には7つのて次救急病院があり、これらの施，没には補助金

がえ・給されています。この一二次救急医様機関との密接な連鰐をとりつつ、やっていく

ということも、光di医師会にとっては重要なことだと考えています。いまどき救急、絹

院の'l'Iが問われる時代となっております。そこで凶のほうも 「t~·uw；診療j正当日」を作り、

救急現場の'tiの底上げを閃っております。一二次救急と思われる忠告は断らないで、で

きる限り受け入れてもらえるよう、3月の連絡協議会において説明しておきました。

6.産業保健関係について （担当光武理事）

近年、経済、産業構造の変化、高齢化が急速に進展する小で、労働者の就労怠ぷや

働き方に変化が見られます。労働者健康状況調査によると、仕事や生活に！則する強い

不安、悩み、ストレスを感じている労働者の割合が増加しており、不況が長引き門殺

者もfj:々 mえている状況において、精神的な面での労働省aの健康TI：苅！とケアが急、務と
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なっておりますω

府東地域産業保健センターの活動は r健康相談窓LlJ f会社個別訪問指導J等を主

たる・J~業として、年間予算約500万円で運営実施されているのは、皆様既にご忌知

の)illりです。そして、産業医の先生βには毎回快く御執務を引き受けていただき、感、

調いたしております。

このセンターのが業は従業貝数50人未満の小規棋な、または零細な企業の従業員

の健康と福祉を確保するために行われているものです。米年度も継続して行われます

ので、ご＂t.6hJJのNお願いいたします。

7.労災 ・自賠責関係について （担当光武理事）

Pf'i業保他のfjjでも触れましたが、労働者の「心の病」が刑加してきたため、これら

の柄拘l的疾病に対する 日次予防、そして治療、再発予防に対する労災保険の積極的な

活川がi認められてきつつあります。また健診機関の’しばりー写の制限がありますが、

門戸を仏・げられるよう、働きかけたいと考えております。

、F成13年4HIUから「過労死』等の発生の予報を目的として、脳血管及び心臓の

状態を把射するためのて次検診が無料で受診することができるようになります。手続

きは労災保健と同様ですが、病院は指定されます。

日開：ri'1関係では、ノド{fは大きな動きは今のところありませんが、山口市の 「レセプ

ト点検·J~務センターJ のやり過ぎの行為に対しての抗議が別えてきているのが注円さ

れます これはレセプト点検センターが受診有に対して、あなたはや•JJ..JMHにこうい

う検1"iを受けていますが、これは交通事故だ‘ったのではないかとか、交通 •JJ故だった

I i_f能性があるのではと問い合わせがあり、患者に文~-ryで｜口｜特させるという形式のもの

く です。阪療機｜則の過剰な検査に対する牽制ともとれますが、附IiとJJ.t-ll・との関係をギ

クシャクしたものにするもので、医療行為に対する無謀な介入です。県1宍とともに同1

JI：するよう働きかけたいと思っております。

持様もご協）Jくださし）0

8. 学校保健について （担当 河村理事）

由近、幼児虐待 ・17才の犯罪など学校保健と直接、 11¥H主に係わり合いのある事件

がかなり身近に発生する傾向にあります。日本医師会も学校院が杭神科だけでなく、

内科系でも前倒的に学校保健委員会などを通して参加することを虫明しています。関

係-r.・各｛なの有t極的参入を期待いたします。また、昨年度は今まで比較的関係の浅かっ

た幼稚凶 ・保有凶と怠見交換の場を持つベく、光市立病院桃山Iiiリ院長の協力を得て、

尉阪とのタベを催しました。今年度もさまざまな年齢制を対決に医(IrJi会としての取り

13 
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制iみを言1・1曲したいと思います。

9. 介護保険について （担当 河村理事）

介護保険法の実施後、 I ｛μを経過しましたが、法律の迫い求める理想と現実のギャ

ッフはかなりのものがあると与えられます。最大の問題点はその要であるケアマネー

ジャーが能率的かつ布忠義に活動できない（していなi.l）ため、医療側への情報や方

向性がぶされず、両frの述携がとれない状態にあるようです。

、rl会では昨年度、ケアマネージャーとの垣根を少しでも収り払うべく述絡会を開催

いたしましたが、本年度はもう少し範囲を広げて介護JWi.｝からも貴重な意見を聞きな

がら、実りある介護保険法に・歩ずつしていきたいとJ足よし〉ます。

10.成人・高齢者保健について （担当 松村副会長）

I ）成人基本検診に関して、昨年と同様の内容で、期間も 9月l日からil月1511ま

でと予定されております。昨年度から、厚生学？の保健事業第4次計［！bjがスター

トし、生活習慣病の子紡対策を推進していこうということで、 健診後の~後指

導の重要性が指摘されています。生活習慣病の予備’lドとなるよう な対象告につ

いては、行政も制倒的に生活習慣行動の改汗抗噂を fl,としており、個別的に行

われる健康教育に、かかりつけ医として、先生βのご協力 ・参加をお願いいた

します。

2）がん検診に関して、乳がん、子宮がんは昨年度から例別検診のみとなり、 7H

から翌年2月までの8ヶ月間受診できる体制となりました。胃がんの例別検診

機関は、昨年とlriJ様で9月lUから 11n1511までとて予定されております。

がん検診精密検究（＼＇Jがん ・乳がん ・肺がん、 h与がん、大腸がん）に｜却して

は、現在「検-ei:ig1ll'rlの111l:l:l制J が実施されておりますが、今後も対応可能な医

療機関の先生fjのご協)Jをお願いいたします。また、制度向 kのため、検討会、

研修会などへの参加もよろしくお願いいたします

11.妊産婦・乳幼児保健について （担当 梅田理事）

妊時婦では、近隣市町村rl¥Jでの受診者の条件がなるべく同じになるようお願いして

おります。 （妊産婦検診無料J.＜の件）

乳幼児につきましては、 ~i凶接種はポリオのみとなりましたが、出務につきまして

は、引き続きよろしくお願いいたします。

また、個別接種につきましは、接種率の低下がこれからの問題になってきます。

佐袋も合め、よろしくご協）Jお願いいたします。
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12.会員福祉について （担当 梅田理事）

今年は、きらら博への県民としての協力とリクレーションを雑ねて、会Hとその職

員たちでの参加を計両しております。

ただ、緊縮財政の折、すべての行事は地味になるでしょうし、特様のご負担も増え

てくることと思います。 しかし、 こうした時こそ会H聞の親陣．は特に必要と思います

ので、行・Hになるべくこぞって参加していただきたいと思LBます。

逆に｜災l':lli会には負担をかけずに、 全部自U負担の小旅行も社長fijしてみましょうか。

13. 広報について （担当兼清理事）

fより良い関係作りJ を目指す

I ）光di阪自iii会報を毎月発行する。会員の動向、理事会の報何事刻、阪師会行事

咋をI正確に記録を残す。

2 ）光市~師会のホームページを今年中にスター トする。

14. 医療情報システムについて （担当 兼清理事）

光市灰師会に IT革命をおこす。

I ）先の補助金を使用し、事務局にコンビュータを設問し、屯訴凶線もインター

ネット対応、に変更する。

2）光1ti医師会のネットワークをっくり、電Iι文，＇i-により、配fJする。

3) E BM (Evidence Based Medicine）をするため、インターネット講習会を

開催する。

15.医事紛争関連について

l ）医事紛争

（抑！当 1様！五｛理事）

ノテまで阪・H紛争は民事訴訟を考えられていましたが、以近は）fリーH’j附二として訴えが

おこされる’j』例がでております。令国で、医事紛争は年300件にのぼるとされております。

科別ではfl~ ！！11｝人科が以も多く、内科、 整形外科と続きます。

その他の関述世項として、

I H医院l!ffJlのカット払いの問題

言 l均的i'l保険の新制度(1億円以上の高額部分、法人責任）の仰l設の検討

~＇ 参議制度の点があります。

今年も県ドの民事紛争とともに関連事項を含めた検討会を持ちたいと思います。

2）薬事（麻薬）

麻薬汚染の長延は世界的規模で、海に回まれたわが同の原境では密輸等で麻薬が入つ

15 
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てきて、時に当局の摘発によりマスコミを賑わしています。その麻薬を身近に扱うこ

とのある医療機関は、麻~の保管、管理、記帳、諸lrli に辿漏なきょう万全を阿るよう

お師1いします。

3）診療情報

日本医師会がカルテ聞広を合む診療情報提供を推進している一方で、診療情報提供

窓Uが苦情相談の窓口になっている面があります《しかしこの苦情相談の対応を誤る

と、紛争へとすすむ場合があり、慎重な対応が唱まれます。

よって診療方法提供のための」走路づくりに、カルテに対する認識、インシデントレ

ポー トの取り方などを全日が・絡になって考える機会を持ちたいと思います。

12.会計について （担当藤原理事）

休U在宅医制度が平成 I3年度より、休円診療所の制度に変更になることにより、

成人、歳出に少なからず変化が出てまいります。しかし、ド成 l3年度事業計阿に従っ

て・般会計ならびにその他の会計（基金、胃癌検診説影委n会、納税貯蓄組合、労働

保険と特別会計ーコンビュータネットワーク化）が円滑に行われるように努力します。

藤原理事：第6号議案平成13年度収支予算について

田中理事： 第5号、第6号議案になにか質問はありませんか。

無いようなので、決を採ります。賛成の方は挙手をお願いします。

全日賛成と認めます。

続いて第7号、第8号議案をお願いします。

前回会長：第7号議案特別会計開設の件

第8号議案総会決議権限の委任の件

田中理事： なにか質問はありませんか。

それでは、賛成の方、挙子をお願いします。

全日質成と認めます。

松村副会長：以 tを持ちまして、平成 13年度光市医師会総会を終ります。
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平成13年度会務分担表（案）

業務区分 担当 担当補佐

総務 前田昇一 松村寿太郎

2 庶務 藤原邦彦 松村寿太郎
一一

3 会計 藤原邦彦 松村寿太郎

4 広報 兼清照久 高橋秀児、河村康明、守友康則

5 医療情報システム 兼清照久 佃邦夫、山本憲男

（ 
6 生涯教育 山本憲男 米今義夫、贋田修、田村健司

7 保険 吉村明人 佃邦夫

8 労災、自賠責 光武達夫 平岡博

一一
9 医事紛争 藤原邦彦 道上文和

（含麻薬、診療情報）

一
10 地域医療（含救急） 光武達夫 富恵博、丸岩昌文

11 I 介護保険 河村康明 矢富克介

12 成人高齢者保健 松村寿太郎 丸岩昌文

一
13 妊産婦、乳幼児保健 梅田 馨 大月恭範

14 学校保健 河村康明 横山宏、山手智夫

15 産業保健 光武達夫 米今義夫、富恵博

16 会員福祉 梅田 馨 守友康則、田村健司、鷹田修

17 医業経営 吉村明人 清水敏昭

（税制、労務、医療廃棄物）

18 納税貯蓄組合 吉村明人 清水敏昭
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平成13年度事業計画概要（案）

事業内容 開催日（予定）
トー『ー

定時総会 5月l7日（木）

2 新年互礼会・臨時総会 1月

3 月例会 毎月 1回

4 理事会 毎月 1回

5 学術研修会 隔月例会日（年6回位）
ー

6 医事紛争・麻薬研修会 9月

7 生涯研修セミナー ｛日） 5 /13, 6/10、9/30、11/11、2/17

8 山口県医学会総会 6月10日（日）｛防府市）

9 周南医学会 l l月18日（日）（柳井市）

10 納涼懇親会 7月24日（火）

11 τ’tご，，1F~ l 2月

12 周南地区健保組合との懇談会 9月頃｛下松市）

13 周南＝市医師会役員会 l l月頃（光市）

14 光市学校保健会総会並研修会 6月28日｛木）

15 光三師会親睦会 l l月頃（医師会引き受け）

16 従業員との親睦会 9月9日（日）きらら博

17 永年勤続者表彰 l 0月頃

18 
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光医歯会ゴルフ報告

日時：、1r成13年5月201J

場所：附陶．カントリークラブ

Jllfif立 氏名 O日 IN 

lfな 竹 中 枠 昭 56 50 

2位 守bi. 康記 54 47 

3fな 、｜λH-!JJこ志 45 46 

4{il: ＃本博士 40 43 

5｛な 柿111 宏 44 I 44 

G {V. 藤村 十卜 48 48 
ート一一一

7｛な 及 川 和 朗 70 5-1 

8｛立 前 田 昇 一 51 50 

I 9 fな 丸 岩 昌 文 66 67 

JO位 竹 中 間 一 60 

OU吋：ニアピン：横山 ドラゴン：守友

IN ：ニアピン：横山 ドラゴン：守友

ベスグロ：森本

2001 

Gross HD Net 
一ー 炉ー 一

106 :Hi 70 

IOI 28 73 

91 I() 75 

83 4 79 

88 7 81 
一 炉司ー ーーーーーーーーーーー

96 9 87 

124 ：~（） 88 
一一 _.__ ーーーーーーーーーー

IOI 11 90 

133 36 97 

123 21 102 
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・・・・・あとカtき・・・・

2001 

近藤議長

（総会にて）

司会は梅田理事

（懇親会にて）

末岡市長も出席

平成13年度が新しくスター卜しました。気分を一新して

また頑張りたいと思います。（文責兼清）

発行所光市医師会
TEL (0833) 72 -2234 

発行者前 田 昇

編集者広 報 担 当
印刷所 光市光井一丁目 15番20号

中村印制株式会社


